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平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
世界的に大きな災害や事故、事件が各地で頻繁に発生し数多くの犠牲者が後を絶ちませ

ん。新聞やテレビなどの報道を見聞きするといつも胸が痛みます。決して他人事ではなく、

犠牲者の方々や関係者の方々に心より哀悼の意を表したいと思います。 
 

 

【平成２０年５月号】「「好好富富施施其其徳徳」」  

「富を好しとし、其の徳を施せ」と読みます。 
八幡商人西川利右衛門という方の家訓だそうです。その意味は商売が繁盛して

富を得ることは好い事で、さらにその財産に見合った徳を世の中に対して積む

ということ、つまりは社会のおかげを社会貢献という形で返すということです。 
 商売が上手くいくようになってくると世の中での影響が徐々に大きくなって

きます。それとともに商人も会社も大きな徳を持った人間へ、企業へと器を大

きくし成長していかなくてはならないということだと思います。 
個人的な志や夢が実現していく過程で自分一人だけの力で達成していくこと

はほとんどと無いと言えます。家族や友人、社員さんや取引先、関係各者それ

ぞれの賛同と協力があってこそのものだと思います。この言葉を胸に刻んで世

の中に貢献できる経営をし、理念経営（継栄）を実践していきたいものです。 
 


